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1.複素数の数列し}が αに収東するとは、任意の正数(に対して整数Ⅳが存在し、4>Ⅳ ならば kれ―d<`
が成り立つことをいう。

(→ α″→αならば (αl+α2+…・+α″)/れ →αであることを示せ。

①)数列 {α″}が Lm(αれ+1-α″)=α を満足するならば、lim α″/4=α となることを示せ。

(c)数列 {それ}が収東するための必要十分条件は、任意の正数εに対して整数Nが存在し、′>N,ク >Ⅳ
ならば |。 一d<Cと なることである0(CauChyの判定法)このような性質を持つ数列をCauchy列
という。

2.Σ れ を正項級数、{α″}をある正数列とするとき、次のことを示せ。
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(a)i.十分大きなれに対しα″型=_α″+1≧
Kが成り立つならば級数Σ″

“
れは収東する。ただしKは れ

に無関係なある正数である。(K― erの判定法)
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発`散するならば、級数 Σ″ら は発散する。

O)κ =lim←″
ザ缶
―%+1)と κを定義したとき、

i.κ >0な らば級数 Σ″′れは収束する。

五.κ く0かつ
犀 身
が発散するならば級数 Σ″
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4は発散する。
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>1な ら級数 Σ″ら は収束し、<1な ら発散する。cabbeの判定洵

(d)hm些生 >1な ら級数Σ″れ は収束し、<1な ら発散する。(D'Alembe■ の判定法)
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(e)4→ ∞のとき、有界な数列 {‰ }を用いて

上 =二十1+移,⑫ >り
“
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となるならば、級数Σ″れはβ>1の とき収東、β≦1の とき発散する。(Gaussの判定法)

3.α ,わ ,6,そ を複素数、(α )々 =αO+1)(α +2)…・(α +た -1)、 (α)o=1と する。Gaussの超幾何級数

聰
“
=葛辮才

はレ|<1の とき、またはた|=1かつ箕(ε ―α―b)>0の とき、絶対収東することを示せ。箕② はその実
部を表すものとする。

4領域 Dで定義された関数列 {場 (ζ)}に対し、ある正数列 {″れ}が存在して、任意のて∈Dに対し

|夕″(z)|<Mt (4=1,2,3,一・)

が成り立つとする。このときΣ″″れが収束するならば、Σ″
“
″(そ)は Dにおいて一様かつ絶対収東するこ

とを証明せよ。odersmssの ″判定法)

5.次の各間に答えよ。

(a)数列 z″ =1′等を複素平面上の点列として図示し、その収東、発散を判定せよ。

(b)関数て/2の そ→ 0における極限を調べよ。

③ 関数Ю ={いyL腫 3-硼 %動 性綱 べれ


